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私はいつも、カメラや剪定バサミなどが入った

バッグを腰にぶら下げて、園内や園庭を歩き回り、

保育に関わっています。 

青南幼稚園の教職員は、一生懸命子どもたちの

ために保育をしてくれています。主任、担任、保育

補助の先生方、事務補助、用務主事さんも含めて、

今年もすばらしいスタッフです。それぞれの立場

で、常に前向きに、笑顔で支え合って働いてくれ 

ています。 

それでも足りないところを埋めたり、調整したりすることは必要です。私は、先生たちに目指す幼稚園像を伝えて

いますが、それを実現するためには私自身が先頭に立ち、共に汗を流すことが必要だと考えています。というより、

その方が楽しいのです。「木の床屋さんだよ」と安全対策や自然環境の整備をしつつ、子どもたちに遊びの種をまき、

あちこちに声を掛けながら子どもたちや先生たちとの信頼関係を築いているつもりです。 

 

子どもへの関わり方のモデルを示すこともします。私がこの日、この子に関わったのは「子ども」に対する絶対の

信頼があったからです。気持ちに寄り添い、少しずつ気持ちをほぐすようにそっと横に居てあげることで、子どもは

必ず自分から動き出します。このことを信じられたのは、長年保育を実践し、多くの子どもたちや先生、保護者の皆

さんと関わる中で、「子ども」や「人」について学ばせてもらったお陰です。子どもを信じること、寄り添って待つこ

との大切さ、つまり私自身の子どもや保育に対する基本的な姿勢を感じてほしいと思い、直接私が関わったのです。 

写真は、主事さんに撮ってもらいました。一部始終を見ていた主事さんは、私の関わりに感服したと言ってくれ、

素直にうれしい思いでした。そして私自身は、子どものしなやかさに感服し、親と子の心の絆が結ばれているからこ

そ、この姿があることを再確認することができました。 


